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報告第１号 
 

青森県教育委員会が取り扱う個人情報の保護に関する規則 

を廃止する規則について 

 

  青森県教育委員会が取り扱う個人情報の保護に関する規則を廃止す

る規則について、緊急を要するため、青森県教育委員会の事務の委任等

に関する規則第４条第１項の規定に基づき、教育長において臨時に代

理し、次のとおり定めたので、報告します。 
 
１ 概要 

令和５年４月１日から個人情報の保護に関する法律（以下「法」とい 

う。）が地方公共団体にも適用されることとなったため、同日付けで青 

森県個人情報保護条例（以下「旧条例」という。）が廃止されるととも 

に、新たに青森県個人情報の保護に関する条例（以下「新条例」という。） 

が施行された。 

これに伴い、教育委員会を含む県の機関等における法及び新条例の施

行のための規則として、青森県個人情報の保護に関する規則が定められ

たため、旧条例の施行のための規則である青森県教育委員会が取り扱う

個人情報の保護に関する規則を廃止したもの。 
 

２ 定めた規則 
  別紙のとおり 
 
３ 施行期日 

  令和５年４月１日から施行する。 
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青森県教育委員会が取り扱う個人情報の保護に関する規則を廃止する規則

青森県教育委員会が取り扱う個人情報の保護に関する規則を廃止する規則を次のよ

うに定める。

青森県教育委員会が取り扱う個人情報の保護に関する規則を廃止する規則

青森県教育委員会が取り扱う個人情報の保護に関する規則（平成十一年五月青森県

教育委員会規則第十四号）は、廃止する。

附 則

この規則は、令和五年四月一日から施行する。
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青森県教育委員会が取り扱う個人情報の保護に関する規則【廃止前】 

平成十一年五月十七日 

青森県教育委員会規則第十四号 

青森県教育委員会が取り扱う個人情報の保護に関する規則をここに公布する。 

青森県教育委員会が取り扱う個人情報の保護に関する規則 

青森県個人情報保護条例（平成十年十二月青森県条例第五十七号）第二章の規定による青

森県教育委員会が取り扱う個人情報の保護の手続については、知事が取り扱う個人情報の保

護に関する規則（平成十一年五月青森県規則第五十五号）の例による。 

附 則 

この規則は、平成十一年七月一日から施行する。 
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報告第２号

青森県公立学校教員採用候補者選考試験における改善事項

について

１ 受験者を確保するための取組

（１）改善の趣旨

本県の教員採用候補者選考試験は、近年、定年等の退職者の増加な

どによる採用者数の増加に加え、受験者の減少などにより、最終競争

率は低下傾向となっている。特に、小学校においてその影響が大きく、

令和４年度実施の教員採用試験では１．４倍となったところである。

また、特別支援学校小学部においても小学校と同様に受験者が減少傾

向となっている。

本県では、他都道府県等の現職者の受験を促進するため、令和２年

度実施の教員採用試験から小学校を受験する他都道府県等の現職者を

対象に専門教科試験の免除を実施するなど受験者確保に努めているが、

特別支援学校小学部受験者には専門教科試験の免除を実施していない。

このような状況を踏まえ、他都道府県等の現職者に対する試験の免

除について、改善を図るものである。

（２）実施内容

① 特別支援学校小学部における他都道府県等現職者の第一次試験の

免除

ア 専門教科試験の免除

特別支援学校小学部の受験者のうち、現に国立学校又は他都道

府県等の公立特別支援学校において、正規の校長、副校長、教頭、

主幹教諭、指導教諭、教諭（任期付又は臨時的任用である者を除

く。）として小学部で勤務する者であり、試験実施年度末現在で

３年以上の小学部の経験（任期付又は臨時的任用を除く。）を有

する者について、第一次試験の専門教科試験を免除するものであ

る。

イ 特別支援教育に関する事項の免除

アにより専門教科試験が免除となる者のうち、特別支援学校教

諭普通免許状を有する者について、第一次試験の特別支援教育に

関する事項を免除するものである。
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② 小学校及び特別支援学校小学部における他都道府県等現職者の実

技試験の免除

第一次試験において専門教科試験が免除となった者は、第二次試

験の実技試験を免除するものである。

（３）実施年度

令和６年度（令和５年度実施）教員採用候補者選考試験から実施す

る。

２ 小学校の専門教科試験の試験時間の見直し

（１）改善の趣旨

小学校の専門教科試験は、専門教科①（国語、社会、算数、理科の

４教科で９０分）と、専門教科②（生活、音楽、図工、家庭、体育、

英語の６教科で７５分）の計１６５分の試験を実施している。

令和４年１２月１９日の中央教育審議会答申では、令和の日本型学校

教育を担う教師の養成・採用・研修等の在り方として、教職志望者の

多様化や教師のライフサイクルの変化を踏まえた育成と安定的な確保

等を示している。

本県においてもより優れた人材の確保が可能となる教員採用が行え

るよう、知識再生型から思考力・判断力・表現力等を中心に問うよう

な試験問題としていく必要がある。

このような状況を踏まえ、小学校の専門教科試験について、教員と

しての資質を適切に評価できるよう試験問題を精選し、試験時間を見

直すものである。

（２）実施内容

小学校の出題教科については、小学校教員には、前述の専門教科①

及び②の１０教科の指導力が求められることから、教科数は変更せず、

試験時間を１１０分として実施するものである。

（３）実施年度

令和６年度（令和５年度実施）教員採用候補者選考試験から実施す

る。
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議案第１号 

 

青森県公立中学校の休日の部活動の地域移行推進計画について 

 

スポーツ庁及び文化庁が令和４年１２月に策定した学校部活動及び新

たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドラインを踏まえ、

青森県における休日の部活動の地域移行に関する計画を、別紙「青森県公

立中学校の休日の部活動の地域移行推進計画」のとおり定める。 

－6－



参 考 資 料

第８９１回定例会（令和５年４月）

●報告第２号

青森県公立学校教員採用候補者選考試験における改善事項について P１

●議案第１号

青森県公立中学校の休日の部活動の地域移行推進計画について P２～P14



参 考 資 料

報告第２号関係

教員採用候補者選考試験の試験時間について（小学校）

従来の日程 見直し後の日程

９：５５ 特別支援教育に関する ９：５５ 特別支援教育に関する

事項（該当者のみ） 事項（該当者のみ）

１０：２５ １０：２５

１０：２５ 休 憩 １０：２５ 休 憩

１０：５０ １０：５０

１０：５０ 一般・教職教養 １０：５０ 一般・教職教養

１１：５０ １１：５０

１１：５０ 昼 食 １１：５０ 昼 食

１２：４０ １２：４０

１２：４０ 専門教科試験① １２：４０ 専門教科試験

（国語・社会・算数・ （国語・社会・算数・

１４：１０ 理科） １４：３０ 理科・生活・音楽・

図工・家庭・体育・１４：１０ 休 憩

英語）

１４：３０

１４：３０ 専門教科試験②

（生活・音楽・図工・

１５：４５ 家庭・体育・英語）

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～
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青森県公立中学校における休日の部活動の地域移行推進計画の概要について 

 

１ 策定の趣旨 

部活動は、学校における生徒の自主的で多様な学びの場として、教育的意義が大き

い活動となっています。一方、少子化が進展する中、部活動を従前と同様の体制で運営

することが難しくなってきており、学校や地域によっては存続が厳しい状況にあるこ

とから、スポーツ庁及び文化庁では、令和４年１２月に「学校部活動及び新たな地域ク

ラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」を策定し、学校部活動の維持が

困難となる前に、新たに地域クラブ活動を整備する必要があることを示しました。  

本県においても、更に少子化が進むことが見込まれていることから、スポーツ・文化

芸術活動の機会を確保できるようにするためには、地域で子どもたちを育てる体制を

構築した上で、休日の部活動の地域移行を推進していくことが必要です。 

これらのことから、職員、生徒、保護者及び地域の理解の下、全ての市町村が足並み

を揃えて取り組んでいけるようにするため、「青森県公立中学校における休日の部活動

の地域移行推進計画」を策定するものです。 

 

２ 策定の経過 

（１）公立中学校の休日の部活動の地域移行推進会議について 

  ①令和４年１２月に設置 

②令和５年１月～２月にかけて２回開催 

（２）パブリック・コメントの実施について 

※詳細は参考資料２のとおり 

 

３ 青森県公立中学校における休日の部活動の地域移行推進計画について 

   ※資料のとおり 

参 考 資 料 １ 

議案第１号関係 
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区
分

番
号

提
出
さ
れ
た
意
見

反
映

状
況

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

1

　
こ
れ
ま
で
学
校
で
行
わ
れ
て
き
た
部
活
動
に
代
わ
っ
て
、
新
た
な
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
へ
移
行
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
や
必
要
性
に
つ
い

て
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
先
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

文 章 修 正 等

　
御
意
見
を
踏
ま
え
修
正
し
ま
す
。

2

　
本
推
進
計
画
は
、
公
立
中
学
校
の
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
係
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
学
校
の
卒
業
者
数
の
推
移
で
は
な
く
、
中
学

校
の
生
徒
数
の
推
移
を
示
す
べ
き

で
あ
る
。

文 章 修 正 等

　
御
意
見
を
踏
ま
え
修
正
し
ま
す
。

青
森
県
公
立
中
学
校
に
お
け
る
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
推
進
計
画
（
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
意
見
等
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

部 活 動 の 意 義 や 課 題 、 地 域 移 行 の 必 要 性 に つ い て
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区
分

番
号

提
出
さ
れ
た
意
見

反
映

状
況

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

青
森
県
公
立
中
学
校
に
お
け
る
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
推
進
計
画
（
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
意
見
等
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

そ の 他
3

　
部
活
動
加
入
の
強
制
 
に
つ
い
て

　
青
森
県
内
で
は
部
活
動
へ
の
加
入
を
強
制
し
て
い
る
学
校
の
方
が
多
数

派
で
あ
る
と
思
う
が
、
学
校
部
活
動
及
び
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在

り
方
等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
下
記
の
通
り
記
載
さ
れ

て
い
る
。
青
森
県
公
立
中
学
校
に
お
け
る
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
推

進
す
る
に
あ
た
り
、
強
制
加
入
を
改
め
る
よ
う
に
明
確
に
示
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
？

Ⅰ
　
学
校
部
活
動

４
　
生
徒
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
環
境
の
整
備

エ
　
学
校
の
設
置
者
及
び
校
長
は
、
学
校
部
活
動
は
生
徒
の
自
主
的
・
自

発
的
な
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
生
徒
の
意

思
に
反
し
て
強
制
的
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
活
動
日
数
や
活
動
時
間
を
見
直
し
、
生
徒
が
希
望
す
れ
ば
、
特

定
の
種
目
・
部
門
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
や
科
学
分
野
の

活
動
や
地
域
で
の
活
動
も
含
め
て
、
様
々
な
活
動
を
同
時
に
経
験
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
。

そ の 他

　
御
意
見
と
し
て
承
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
県
教
育
委
員
会
が
作
成
し
た
運
動
部
活
動
の
指
針
及
び
文
化
部
活
動
の
指
針
（
以
下

「
部
活
動
の
指
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
部
活
動
は
任
意
加
入
で
あ
る
旨
、
記
載
し
て
い

ま
す
。

そ の 他
4

　
休
日
の
顧
問
に
つ
い
て

　
休
日
に
部
活
動
に
携
わ
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
教
員
が
部
活
動
に
携
わ

る
必
要
が
な
い
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
部
活
動
の
地
域
移
行
の
目
的
の

一
つ
で
あ
る
が
、
現
状
は
部
活
動
に
携
わ
る
こ
と
を
希
望
す
る
か
、
希
望

し
な
い
か
を
、
教
員
か
ら
聞
く
こ
と
も
な
く
、
半
強
制
的
に
、
校
長
か
ら

教
員
に
対
し
て
顧
問
を
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
特
に
記
載
が
な
い
。
い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
し
て
、
休
日
に
部
活

動
に
携
わ
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
教
員
が
部
活
動
に
携
わ
る
必
要
が
な
い

環
境
を
構
築
す
る
の
か
明
確
に
示
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
？

そ の 他

　
御
意
見
と
し
て
承
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
部
活
動
の
指
針
に
お
い
て
、
顧
問
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
校
務
全
体
の
効
率
的
・

効
果
的
な
実
施
に
鑑
み
、
教
職
員
の
他
の
校
務
分
掌
や
、
部
活
動
指
導
員
の
配
置
状
況
を
勘
案

し
た
上
で
行
う
な
ど
、
適
切
な
校
務
分
掌
と
な
る
よ
う
留
意
す
る
旨
、
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
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区
分

番
号

提
出
さ
れ
た
意
見

反
映

状
況

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

青
森
県
公
立
中
学
校
に
お
け
る
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
推
進
計
画
（
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
意
見
等
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

そ の 他
5

　
生
徒
の
大
会
等
の
参
加
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

　
学
校
部
活
動
及
び
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
等
に
関
す
る
総

合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
下
記
の
通
り
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
青
森

県
の
域
内
の
中
体
連
で
は
、
団
体
種
目
に
つ
い
て
は
地
域
ク
ラ
ブ
の
参
加

を
認
め
な
い
と
し
て
い
る
。

地
域
移
行
を
推
進
す
る
う
え
で
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
認
識
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
？

Ⅳ
　
大
会
等
の
在
り
方
の
見
直
し

１
　
生
徒
の
大
会
等
の
参
加
機
会
の
確
保

ア
　
中
学
校
等
の
生
徒
を
対
象
と
す
る
大
会
等
の
主
催
者
は
、

生
徒
の
参

加
機
会
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
大
会
参
加
資
格
を
学
校
単
位
に
限
定
す
る

こ
と
な
く
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
や
複
数
校
合
同

チ
ー
ム
の
会
員
等
も
参
加
で
き
る
よ
う
、

全
国
大
会
、
都
道
府
県
大
会
、

地
区
大
会
及
び
市
区
町
村
大
会
に
お
い
て
見
直
し
を
行
う
。

例
え
ば
、
既

に
日
本
中
体
連
に
お
い
て
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体

等
の
活
動
に
参
加
す
る
中
学
生
の
全
国
中
学
校
体
育
大
会
へ
の
参
加
を
承

認
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
参
加
資
格
の
拡
大
を
着
実

に
実
施
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
都
道
府
県
中
学
校
体
育
連
盟
（
以
下
「
都
道

府
県
中
体
連
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
域
内
の
中
学
校
体
育
連
盟
（
以
下

「
域
内
の
中
体
連
」
と
い
う
。
）
等
が
主
催
す
る
大
会
に
お
い
て
も
同
様

の
見
直
し
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
日
本
中
体
連
は
都
道
府
県
中
体
連
に
対

し
、
都
道
府
県
中
体
連
は
域
内
の
中
体
連
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
協

力
や
支
援
を
行
う
。

イ
　
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
は
、
大
会
等
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
を

見
直
し
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
等
も
参
加
で
き
る
大
会
等
に
対
し
て
、
補
助

金
や
後
援
名
義
、
学
校
や
公
共
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
文
化
施
設
の

貸
与
等
の
支
援
を
行
う
。

ウ
　
大
会
等
の
主
催
者
は
、
移
行
期
に
お
い
て
学
校
部
活
動
と
地
域
ク
ラ

ブ
活
動
の
両
方
が
存
在
す
る
状
況
に
お
い
て
、
公
平
・
公
正
な
大
会
参
加

機
会
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
複
数
校
合
同
チ
ー
ム
の
取
扱
い
も
含
め
、
参

加
登
録
の
在
り
方
を
決
定
す
る
。

そ の 他

　
御
意
見
と
し
て
承
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
学
校
部
活
動
及
び
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方
等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
は
、
県
中
学
校
体
育
連
盟
等
の
関
係
団
体
に
情
報
提
供
し
、
中
学
校
等
の
生
徒
を

対
象
と
す
る
大
会
等
の
参
加
資
格
の
見
直
し
の
検
討
を
お
願
い
し
て
お
り
、
県
中
学
校
体
育
連

盟
の
場
合
は
、
日
本
中
学
校
体
育
連
盟
の
参
加
規
定
の
改
定
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、
見
直
し

を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
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区
分

番
号

提
出
さ
れ
た
意
見

反
映

状
況

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

青
森
県
公
立
中
学
校
に
お
け
る
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
推
進
計
画
（
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
意
見
等
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

青 森 県 に お け る 休 日 の 部 活 動 の 地 域 移 行 に 係 る 基 本

的 な 考 え 方 や 取 組 に つ い て

6

具
体
的
な
提
案
・
要
望

(
１
)
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証
ク
ラ
ブ
制
度
の
有
効
活
用

①
理
由
；
部
活
動
の
地
域
側
の
受
け
皿
側
に
は
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

得
る
多
種
目
展
開
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
実
施
者
意
向
の
役
割
等
を
鑑
み
る
と
、
そ
の
す
べ
て
に
持

続
可
能
に
応
え
得
る
総
合
型
ク
ラ
ブ
の
育
成
普
及
は
必
須
で
あ
る
。

今
年

度
か
ら
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
が
開
始
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
認
証
制
度
は
、
一
定
の
ハ
ー

ド
ル
・
基
準
設
定
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
認
証
を
得
て
い
る
ク
ラ
ブ
は
優

遇
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
し
、
優
遇
さ
れ
な
け
れ
ば
、
上
記
の
よ
う
な
総
合

型
ク
ラ
ブ
は
こ
れ
以
上
普
及
し
に
く
い
。
よ
っ
て
、
青
森
県
と
し
て
も
、

そ
の
ク
ラ
ブ
認
証
制
度
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
総
合
型
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
優

遇
措
置
を
施
行
し
、
そ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
り
今
後
の
新
た
な
総
合

型
ク
ラ
ブ
の
新
規
設
立
・
新
規
参
入
を
先
導
す
る
仕
掛
け
が
必
要

と
考
え

る
。

②
具
体
的
な
施
策
：

ア
　
認
証
総
合
型
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
経
済
支
援
制
度
設
立
 
(
大
会
遠
征
費

補
助
、
も
し
く
は
１
人
当
た
り
単
価
の
支
援
制
度
を
設
け
て
ク
ラ
ブ
に
補

助
金
支
給
な
ど
)

イ
　
認
証
総
合
型
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
公
共
施
設
 
(
学
校
教
育
機
関
 
)
含
め

使
用
時
に
お
け
る
使
用
料
減
免
措
置
施
行

実 施 段 階 検 討

　
い
た
だ
い
た
御
意
見
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
情
報
提
供
し
、
今
後
の
取
組
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
へ
の
地
域
移
行
の
受
け
皿
と
な
る
運
営
団
体
・
実
施
主
体

に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
ほ
か
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
競
技
団
体
、
保
護
者

会
な
ど
様
々
な
形
態
が
考
え
ら
れ
、
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
、
必
要
な
運
営
団
体
等
の
整
備

が
な
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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区
分

番
号

提
出
さ
れ
た
意
見

反
映

状
況

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

青
森
県
公
立
中
学
校
に
お
け
る
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
推
進
計
画
（
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
意
見
等
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

青 森 県 に お け る 休 日 の 部 活 動 の 地 域 移 行 に 係 る 基 本 的

な 考 え 方 や 取 組 に つ い て

7

(
２
)
地
域
の
受
け
皿
側
の
「
指
導
者
確
保
」
の
た
め
に
地
域
社
会
へ
の
広

報
活
動
及
び
経
済
支
援
措
置
を
施
行
及
び
指
導
者
本
人
に
対
す
る
身
分
保

証
等

①
理
由
：
放
課
後
の
時
間
に
地
域
の
大
人
が
解
放
さ
れ
る
状
態
を
作
ら
な

け
れ
ば
、
結
局
学
校
教
員
が
地
域
指
導
者
の
立
場
で
出
動
さ
せ
ら
れ
る
状

態
、
も
し
く
は
地
域
指
導
者
が
不
在
の
た
め
に
子
ど
も
た
ち
の
活
動
機
会

が
奪
わ
れ
る
と
い
う
本
末
転
倒
の
事
態
が
発
生
す
る
。
そ
の
状
況
を
回
避

す
る
た
め
に
は
、
地
域
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
全
体
へ
、
部
活
動
の

地
域
移
行
の
受
け
皿
側
と
な
る
組
織
に
関
わ
る
従
業
員
等
の
積
極
的
解
放

が
必
要

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
企
業
等
に
そ
の
解
放
に
伴
う
業
務
負
担
を
補

う
形
で
経
済
的
支
援
、
も
し
く
は
広
告
活
動
、
つ
ま
り
地
域
側
の
大
人
に

対
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
設
計
す
る
必
要

が
あ
る
。

②
具
体
的
な
施
策
：

ア
　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
積
極
的
に
従
業
員
等
を
関
与
さ
せ
て
い
る
企

業
の
リ
ス
ト
を
県
教
員
Ｈ
Ｐ
で
積
極
的
に
広
告
と
し
て
情
報
公
開
す
る
。

イ
　
従
業
員
等
１
人
当
た
り
派
遣
に
伴
う
労
務
弁
償
的
な
経
済
支
援

(
例
：
月
１
万
円
 
)
を
実
施
す
る
。

ウ
　
公
務
員
等
本
人
に
対
し
て
は
、
職
専
免
を
適
用
す
る
こ
と
で
放
課
後

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
を
支
え
る
勤
務
時
間
に
対
し
て
職
場
で
配
慮
い
た
だ
け

る
環
境
を
作
る
。

実 施 段 階 検 討

　
い
た
だ
い
た
御
意
見
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
情
報
提
供
し
、
今
後
の
取
組
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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区
分

番
号

提
出
さ
れ
た
意
見

反
映

状
況

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

青
森
県
公
立
中
学
校
に
お
け
る
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
推
進
計
画
（
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
意
見
等
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

青 森 県 に お け る 休 日 の 部 活 動 の 地 域 移 行 に 係 る 基 本 的 な 考

え 方 や 取 組 に つ い て

8

(
３
)
来
年
度
以
降
の
地
域
ク
ラ
ブ
等
所
属
選
手
に
対
す
る
大
会
等
の
遠
征

費
等
の
補
助
が
出
来
る
よ
う
規
定
・
制
度
を
構
築

①
理
由
；
部
活
動
の
地
域
移
行
に
よ
る
大
き
な
経
済
環
境
変
化
を
少
な
く

す
る
デ
ザ
イ
ン
が
生
徒
保
護
者
の
視
点
で
大
切
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
学
校

に
徴
収
さ
れ
て
い
た
各
徴
収
金
を
最
小
限
に
し
な
が
ら
、
民
間
ク
ラ
ブ
等

で
の
活
動
に
生
徒
保
護
者
が
資
本
投
下
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
ま
た
、
民

間
ク
ラ
ブ
や
そ
の
ク
ラ
ブ
を
支
え
る
競
技
団
体
等
か
ら
、
こ
れ
ま
で
学
校

が
支
援
し
て
き
た
部
活
動
に
係
る
経
費
支
出
母
体
の
移
行
を
段
階
的
に
移

行
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

②
具
体
的
な
施
策
：

ア
　
今
現
在
学
校
に
納
め
て
い
る
部
活
動
原
資
(
Ｐ
Ｔ
Ａ
 
会
費
、
同
窓
会

費
、
生
徒
会
費
等
）
を
移
行
に
伴
い
縮
小
し
て
い
く
よ
う
に
各
学
校
へ
通

知
し
取
り
組
ま
せ
る
。

イ
　
各
競
技
団
体
や
ク
ラ
ブ
へ
、
大
会
遠
征
費
等
の
経
済
支
援
を
行
っ
て

い
く
よ
う
に
通
知
し
取
り
組
ま
せ
る
。

ウ
　
国
の
動
き
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
競
技
団
体
や
民
間
ク
ラ
ブ
 
(
Ｊ
Ｓ
Ｐ

Ｏ
認
証
ク
ラ
ブ
等
）
へ
経
済
支
援
を
市
町
村
教
育
委
員
会
か
ら
行
う
よ
う

に
促
す
。

エ
　
地
域
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
の
た
め
、
放
課
後
の
移
動
に
つ
い
て
少
し
で

も
経
済
的
負
荷
が
減
る
よ
う
に
、
中
学
生
世
代
の
公
共
交
通
機
関
の
移
動

費
を
常
時
無
料
と
す
る
。
常
時
無
料
と
す
る
理
由
は
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動

の
み
を
対
象
と
す
る
と
管
理
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
そ
う
い
っ

た
市
町
村
の
取
り
組
み
を
県
か
ら
経
済
的
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

実 施 段 階 検 討

　
い
た
だ
い
た
御
意
見
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
情
報
提
供
し
、
今
後
の
取
組
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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区
分

番
号

提
出
さ
れ
た
意
見

反
映

状
況

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

青
森
県
公
立
中
学
校
に
お
け
る
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
推
進
計
画
（
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
意
見
等
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

青 森 県 に お け る 休 日 の 部 活 動 の 地 域 移 行 に 係 る 基 本 的 な 考 え 方 や 取 組 に

つ い て
9 1
0

1
1

(
４
)
そ
の
他
諸
々

①
望
む
教
員
が
地
域
指
導
者
を
す
る
際
は
、
「
営
利
企
業
等
従
事
届
」
で

対
応

（
2
0
2
0
～
2
0
2
2
に
当
法
人
代
表
が
公
立
高
校
教
員
の
立
場
で
届
受
理

の
実
証
済
み
）

②
指
導
手
当
等
の
制
度
設
計
に
つ
い
て

、
こ
れ
ま
で
は
基
本
部
活
動
顧
問

は
“
業
務
”
と
し
て
労
働
対
価
的
な
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
が
、
地
域
指

導
者
の
立
場
は
基
本
的
に
“
望
ん
で
好
き
で
や
る
”
の
だ
か
ら
、
最
低
限

の
実
費
弁
償
分
の
交
通
費
等
手
当
の
支
給
の
み
で
問
題
な
い

前
提
で
構
わ

な
い
。
※
こ
れ
ま
で
も
各
競
技
団
体
所
属
の
立
場
で
活
動
し
て
き
た
方
な

ら
社
会
通
念
と
し
て
成
り
立
っ
て
き
た
感
覚
で
す
。

③
各
競
技
団
体
で
一
つ
は
地
域
ク
ラ
ブ
的
な
位
置
づ
け
で
Ｕ
－
1
2
・
Ｕ
－

1
8
チ
ー
ム
を
競
技
団
体
 
(
ス
ポ
ー
ツ
協
会
等
含
め
 
)
内
に
組
織
す
る
こ
と

で
、
最
低
限
の
競
技
数
確
保
等
が
出
来
る

と
考
え
る
。
ま
ず
は
そ
う
い
っ

た
既
存
の
競
技
団
体
等
に
積
極
的
に
動
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

実 施 段 階 検 討

　
い
た
だ
い
た
御
意
見
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
等
に
情
報
提
供
し
、
今
後
の
取
組
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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区
分

番
号

提
出
さ
れ
た
意
見

反
映

状
況

意
見
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

青
森
県
公
立
中
学
校
に
お
け
る
休
日
の
部
活
動
の
地
域
移
行
推
進
計
画
（
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
お
け
る
意
見
等
に
対
す
る
県
教
育
委
員
会
の
考
え
方

そ の 他
1
2

　
今
回
は
、
中
学
校
の
休
日
部
活
動
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
将
来
、
地
域

に
移
行
し
た
結
果
を
踏
ま
え
御
一
考
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
中
学
生
、
小
学
生
が
好
き
な
活
動
を
思
い
っ
き
り
で
き
る
環
境
を
作
っ

て
あ
げ
た
い
。
そ
の
為
に
、
中
学
校
、
小
学
校
の
施
設
を
最
大
限
に
活

用
、
可
能
な
活
動
は
、
中
学
生
、
小
学
生
の
垣
根
を
な
く
し
2
～
4
校
で
拠

点
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効
率
的
よ
り
効
果
的
な
活
動
内
容
の
充
実

が
図
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　
小
学
生
の
活
動
は
明
ら
か
に
減
っ
て
お
り
、
そ
の
原
因
は
、
指
導
者
不

足
や
管
理
運
営
の
手
際
の
悪
さ
等
様
々
で
、
今
、
中
学
生
と
合
わ
せ
て
小

学
生
も
見
直
し
を
か
け
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
ま
す
。

　
毎
日
、
活
動
が
で
き
る
環
境
を
作
り
、
休
み
は
各
個
人
の
判
断
に
任
せ

る
（
各
家
庭
の
事
情
、
習
い
事
等
）
。

　
現
在
う
ま
く
活
動
で
き
て
い
る
組
織
は
継
続
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す

る
。

　
卓
球
を
例
に
と
る
と
、
小
学
生
の
部
活
動
が
学
校
か
ら
地
域
の
ク
ラ
ブ

化
に
な
っ
た
と
こ
ろ
、
青
森
市
の
大
会
の
参
加
者
が
、
5
年
前
の
4
0
0
人
に

対
し
今
年
は
１
０
０
人
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
予
算
に
つ
い
て

は
、
卓
球
台
、
ネ
ッ
ト
、
サ
ポ
ー
ト
、
ボ
ー
ル
、
冬
場
の
灯
油
代
全
て
が

ク
ラ
ブ
（
個
人
）
の
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
ス
ポ
ー
ツ
と
比
べ
て
条
件
の
悪
化
し
な
い
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に

チ
ャ
ン
ス
が
平
等
で
あ
る
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
。
先
日
、
岸
田
総
理

の
会
見
で
、
「
子
育
て
支
援
」
、
「
子
供
フ
ァ
ー
ス
ト
」
、
「
世
代
間
の

助
け
合
い
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
中
学
校
、
小
学
校
の
施
設
を
使
い
、
小
・
中
生
の
部
活
動
の
情
報
は
、

行
政
に
一
元
化
し
、
各
競
技
団
体
は
関
連
し
た
情
報
管
理
を
行
う
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
、
青
森
県
ら
し
い
、
よ
り
よ
い
組
織
を
作
っ
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

実 施 段 階 検 討

　
い
た
だ
い
た
御
意
見
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
情
報
提
供
し
、
今
後
の
取
組
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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修
正

箇
所

修
正

前
修

正
後

青
森

県
公

立
中

学
校

に
お

け
る

休
日

の
部

活
動

の
地

域
移

行
推

進
計

画
（

案
）

の
修

正
内

容
と

そ
の

理
由

1

は
じ

め
に

（
記

述
な

し
）

　
は

じ
め

に
　

部
活

動
は

、
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

芸
術

に
興

味
・

関
心

の
あ

る
同

好
の

生
徒

が
自

主
的

・
自

発
的

に
参

加
し

、
各

部
活

動
の

責
任

者
（

顧
問

）
の

指
導

の
下

、
学

校
教

育
の

一
環

と
し

て
行

わ
れ

、
教

師
の

献
身

的
な

支
え

に
よ

り
、

我
が

国
の

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
芸

術
振

興
を

担
っ

て
き

ま
し

た
。

ま
た

、
体

力
や

技
能

の
向

上
を

図
る

目
的

以
外

に
も

、
異

年
齢

と
の

交
流

の
中

で
、

生
徒

同
士

や
生

徒
と

教
師

等
と

の
好

ま
し

い
人

間
関

係
の

構
築

を
図

り
、

学
習

意
欲

の
向

上
や

自
己

肯
定

感
、

責
任

感
、

連
帯

感
の

涵
養

に
資

す
る

な
ど

、
学

校
と

い
う

環
境

に
お

け
る

生
徒

の
自

主
的

で
多

様
な

学
び

の
場

と
し

て
、

教
育

的
意

義
が

大
き

い
活

動
と

な
っ

て
い

ま
す

。

　
し

か
し

、
少

子
化

が
進

展
す

る
中

、
部

活
動

を
従

前
と

同
様

の
体

制
で

運
営

す
る

こ
と

が
難

し
く

な
っ

て
き

て
お

り
、

学
校

や
地

域
に

よ
っ

て
は

存
続

が
厳

し
い

状
況

に
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
専

門
性

や
意

思
に

か
か

わ
ら

ず
教

師
が

顧
問

を
務

め
る

こ
れ

ま
で

の
指

導
体

制
を

継
続

す
る

こ
と

は
、

学
校

の
働

き
方

改
革

が
進

む
中

、
よ

り
一

層
厳

し
く

な
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

　
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

ス
ポ

ー
ツ

庁
及

び
文

化
庁

で
は

、
令

和
４

年
１

２
月

に
「

学
校

部
活

動
及

び
新

た
な

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
の

在
り

方
等

に
関

す
る

総
合

的
な

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

策
定

し
、

公
立

中
学

校
に

お
い

て
、

学
校

部
活

動
の

維
持

が
困

難
と

な
る

前
に

、
学

校
と

地
域

と
の

連
携

・
協

働
に

よ
り

、
生

徒
の

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
芸

術
活

動
の

場
と

し
て

、
新

た
に

地
域

ク
ラ

ブ
活

動
を

整
備

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
、

そ
し

て
、

地
域

に
お

け
る

新
た

な
ス

ポ
ー

ツ
・

文
化

芸
術

環
境

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
ま

ず
、

休
日

に
お

け
る

地
域

の
環

境
の

整
備

を
着

実
に

進
め

る
こ

と
、

ま
た

、
平

日
に

お
け

る
環

境
整

備
に

つ
い

て
は

、
で

き
る

と
こ

ろ
か

ら
取

り
組

む
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
と

示
し

ま
し

た
。

　
部

活
動

に
つ

い
て

は
、

本
県

に
お

い
て

も
、

少
子

化
に

伴
っ

て
部

活
動

数
及

び
部

活
動

に
加

入
す

る
生

徒
数

の
減

少
が

進
ん

で
お

り
、

今
後

も
更

に
少

子
化

が
進

む
こ

と
が

見
込

ま
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

生
徒

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
芸

術
活

動
の

機
会

を
確

保
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
、

地
域

で
子

ど
も

た
ち

を
育

て
る

体
制

を
構

築
し

た
上

で
、

休
日

の
部

活
動

の
地

域
移

行
を

推
進

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

す
。
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修
正

箇
所

修
正

前
修

正
後

青
森

県
公

立
中

学
校

に
お

け
る

休
日

の
部

活
動

の
地

域
移

行
推

進
計

画
（

案
）

の
修

正
内

容
と

そ
の

理
由

修
正

理
由

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

で
の

御
意

見
を

踏
ま

え
、

記
載

内
容

追
加

　   
 
こ

の
た

め
、

「
青

森
県

公
立

中
学

校
に

お
け

る
休

日
の

部
活

動
の

地
域

移
行

推
進

計
画

」
は

、
教

職
員

、
生

徒
、

保
護

者
及

び
地

域
の

理
解

の
下

、
本

県
公

立
中

学
校

に
お

け
る

休
日

の
部

活
動

の
地

域
移

行
に

つ
い

て
全

て
の

市
町

村
が

足
並

み
を

揃
え

て
取

り
組

ん
で

い
け

る
よ

う
に

す
る

こ
と

を
目

的
に

策
定

し
た

も
の

で
す

。

　
青

森
県

教
育

委
員

会
で

は
、

本
計

画
に

基
づ

き
、

各
市

町
村

教
育

委
員

会
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
様

々
な

取
組

を
進

め
て

参
り

ま
す

の
で

、
皆

様
の

御
理

解
と

御
協

力
を

お
願

い
し

ま
す

。

令
和

５
年

４
月

青
森

県
教

育
委

員
会

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

教
育

長
　

和
嶋

　
延

寿
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修
正

箇
所

修
正

前
修

正
後

青
森

県
公

立
中

学
校

に
お

け
る

休
日

の
部

活
動

の
地

域
移

行
推

進
計

画
（

案
）

の
修

正
内

容
と

そ
の

理
由

P
4

3
　

青
森

県
に

お
け

る
部

活
動

の
状

況
（

１
）

生
徒

数
の

推
移

　
県

内
の

中
学

校
の

生
徒

数
（

１
～

３
学

年
）

は
、

平
成

2
9
年

度
か

ら
令

和
４

年
度

ま
で

に
、

男
子

が
2
,
4
8
6
名

約
1
4
.
3
％

、
女

子
が

2
,
3
9
3
名

約
1
4
.
5
％

の
減

少
と

な
っ

て
お

り
、

本
県

に
お

い
て

も
少

子
化

が
進

ん
で

い
る

状
況

と
な

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
県

内
の

中
学

校
卒

業
予

定
者

は
、

令
和

５
年

度
か

ら
令

和
９

年
度

ま
で

に
、

約
1
,
0
0
0
人

が
減

少
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

　
県

内
の

中
学

校
の

生
徒

数
（

１
～

３
学

年
）

は
、

平
成

2
9
年

度
か

ら
令

和
４

年
度

ま
で

の
５

年
間

で
、

男
子

2
,
4
8
6
名

（
約

1
4
.
3
％

）
、

女
子

2
,
3
9
3
名

（
約

1
4
.
5
％

）
、

合
計

4
,
8
7
9
名

（
約

1
4
.
4
％

）
の

減
少

と
な

っ
て

お
り

、
本

県
に

お
い

て
も

少
子

化
が

進
ん

で
い

る
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

　
ま

た
、

令
和

４
年

度
の

小
・

中
学

校
の

各
学

年
の

児
童

生
徒

数
を

基
に

令
和

５
年

度
以

降
の

中
学

校
の

生
徒

数
を

試
算

す
る

と
、

次
表

の
と

お
り

令
和

４
年

度
か

ら
令

和
９

年
度

ま
で

の
５

年
間

で
、

更
に

男
子

1
,
3
2
7
名

（
約

8
.
9
％

）
、

女
子

1
,
3
7
8
名

（
約

9
.
7
％

）
、

合
計

2
,
7
0
5
名

（
約

9
.
3
％

）
減

少
す

る
と

予
想

さ
れ

る
。

修
正

理
由

パ
ブ

リ
ッ

ク
・

コ
メ

ン
ト

で
の

御
意

見
等

を
踏

ま
え

、
記

載
内

容
を

修
正

2
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